
（分離率）
食品名 検体数 陽性数 分離率

乳製品合計 2,863 35 1.22 *生乳は除いた

非加熱喫食食肉製品合計 360 14 3.89 *原料肉は除いた

生鮮魚介類合計 3,406 77 2.26

冷凍魚介類合計 6 0 0.00

魚介類加工品合計 2,349 169 7.19 *魚腸内容物は除いた

野菜合計 844 6 0.71

野菜加工品合計 534 1 0.19

サラダ合計 84 1 1.19

一夜漬け合計 15 7 46.67 *一夜漬けのみに限定

漬物（一夜漬けを除く） 33 2 6.06 *漬物製造環境は除いた

果物合計 19 0 0.00 　

豆・豆腐類合計 25 0 0.00

卵・卵製品合計 870 4 0.46

ベーカリー製品合計 325 1 0.31

麺類合計 47 0 0.00 *内容が明記されていない

弁当・惣菜合計 754 7 0.93   ”その他”　は除いた

12,534 324 2.58食品合計

国内流通食品の汚染実態調査結果まとめ
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国内流通食品の汚染実態調査の結果　まとめ

品目 食品名 検体数 陽性数 分離率 文献番号
乳・乳製品

チーズ 輸入ナチュラルチーズ 1,560 35 2.2 #2, #15, #20, #24
国産ナチュラルチーズ合計 1,145 0 0.0 #2, #15, #20, #24
ナチュラルチーズ（細分化なし）合計 73 0 0.0 #16, #23
市販のチーズ 5 0 0.0 #24

シュレッドタイプチーズ原料（輸入） 19 0 0.0 #24

乳等 乳・乳製品（区分なし） 53 0 0.0 #24

アイスクリーム 8 0 0.0 #16

　　　生乳（原料乳） 144* 7 4.9 #16, #24
食肉製品

食肉製品 212 10 4.7 #24

輸入生ハム 49 2 4.1 #18
生ハム 30 1 3.3 #2,  #24
非加熱食肉製品 30 1 3.3 #20
ハム 32 0 0.0 #23, #24
ローストビーフ 7 0 0.0 #24

原料肉
牛肉 牛豚合挽き 69 19 27.5 #8, #14, #19, #24

牛肉スライス 426 107 25.1 #8, #11, #24
牛肉ミンチ 66 13 19.7 #8, #11, #24
牛レバー 26 4 15.4 #24

輸入牛肉 92 14 15.2 #6, #24
国産牛肉 22 3 13.6 #6
牛肉（ブロック） 4,231 217 5.1 #24
牛肉 13 0 0.0 #19

豚肉 豚肉スライス 438 137 31.3 #8, #11, #24
豚肉ミンチ 114 24 21.1 #8, #11, #24

国産豚肉 15 2 13.3 #6
豚肉（ブロック） 4,421 355 8.0 #24
豚内臓 43 3 7.0 #24

輸入豚肉 79 4 5.1 #6, #24
豚肉 39 1 2.6 #19

鶏肉 鶏内臓（肝を含む） 3 2 66.7 #24
鶏スライス肉 350 140 40.0 #24
鶏肉ミンチ 65 26 40.0 #8, #24

国産鶏肉 21 8 38.1 #6
輸入鶏肉 59 18 30.5 #6
鶏肉 417 75 18.0 #16
鶏豚ミンチ 1 1 100.0 #8
鶏肝 1 0 0.0 #8

その他の肉 馬肉スライス 503 15 3.0 #24
合鴨肉 3 0 0.0 #16

半製品(鍋用肉団子、生ハンバーグなど） 22 9 40.9 #14
生ハム用原料肉(肩ロース） 182 58 31.9 #13
生ハム用原料肉(ロース） 144 27 18.8 #13

生鮮魚介類
魚類 マグロすきみ 210 27 12.9 #4, #6, #18

マグロ 82 3 3.7 #4, #6
マグロブロック 38 1 2.6 #18

サケ 30 1 3.3 #1, #4, #10

エビ 54 1 1.9 #1, #10, #24
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品目 食品名 検体数 陽性数 分離率 文献番号
生かき 71 0 0.0 #24
イカ 31 0 0.0 #4, #10
マス 24 0 0.0   #4
アジ 18 0 0.0 #4, #10
タコ 7 0 0.0 #10
ハマチ 7 0 0.0 #10, #24
カンパチ 6 0 0.0 #10
カツオ 5 0 0.0 #10
サンマ 4 0 0.0 #10
タイ 4 0 0.0 #10, #24
イサキ 2 0 0.0 #10
ヒラマサ 2 0 0.0 #10
ヒラメ 2 0 0.0 #24
甘エビ 1 0 0.0 #4
ウルメイワシ 1 0 0.0 #10
キビナゴ 1 0 0.0 #10
キンメダイ 1 0 0.0 #10
コチ 1 0 0.0 #10
カレイ 1 0 0.0 #10
サヨリ 1 0 0.0 #10
シャコ 1 0 0.0 #10
シロウオ 1 0 0.0 #10
ブリ 1 0 0.0 #10
トラフグ 1 0 0.0 #10
マイワシ 1 0 0.0 #10
メカジキ 1 0 0.0 #10

貝類 アカガイ 25 2 8.0 #4, #10, #24
ホタテ 37 1 2.7 #4, #10, #24
ハマグリ 13 0 0.0 #4, #10, #24
トリガイ 4 0 0.0 #10, #24
アサリ 3 0 0.0 #4
サザエ 2 0 0.0 #10
アオヤギ 1 0 0.0 #10
イタヤガイ 1 0 0.0 #10
マテ貝 1 0 0.0 #4
ニシガイ 1 0 0.0 #10
ツブ貝 1 0 0.0 #10
カキ 1 0 0.0 #10

鮮魚 生鮮魚介類 2,670 41 1.5 #16, #24
（分類なし）

その他魚（マグロ、イワシ、タラ、ホウボウ、サヨリ、ツノガレイ、ハタハタ、チカ) 10 0 0.0 #1
その他貝類(ホタテ、アワビ、赤貝、シジミ、ハマグリ、カキ、アサリ、サザエ) 10 0 0.0 #1
その他魚(細目なし） 9 0 0.0 #4
イカ、タコ、ホヤ、ナマコ　 7 0 0.0 #1

冷凍魚介類
冷凍魚介類 6 0 0.0 #24

魚介類加工品
魚卵 めんたいこ 273 41 15.0 #4, #5, #7, #16, #18, #25

たらこ 154 9 5.8 #4, #5, #10, #16, #18
いくら 92 4 4.3 #10, #18
すじこ 85 8 9.4 #4, #16, #18
とびこ 3 0 0.0 #4, #10
カズノコ 3 0 0.0 #4, #16

冷燻製魚 スモークサーモン　 256 11 4.3 #1, #2, #4, #16, #18, #24
スモークサーモンスライス 36 4 11.1 #7
スモークサーモンチップ 18 6 33.3 #7
スモークトラウトスライス 12 3 25.0 #7
ニシンくん製 1 1 100.0 #1
カツオくん製 1 0 0.0 #7
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品目 食品名 検体数 陽性数 分離率 文献番号
調理加工魚介類 白焼き 26 1 3.8 #24

蒲焼 22 0 0.0 #24
ウナギ蒲焼 18 0 0.0 #24
カツオたたき 6 0 0.0 #7
焼きサケ 1 1 100.0 #1
焼きカツオ 1 0 0.0 #1
エビフライ 1 0 0.0 #1

ゆでだこ 16 1 6.3 #4
ゆでえび 14 0 0.0 #4
ゆでシラス 5 0 0.0 #4
ゆでホタテ 5 0 0.0 #4
ボイル魚介類（イカ、ホタテ、ムラサキイガイ、アサリ) 8 0 0.0 #1
ボイル貝（ばい） 1 0 0.0 #1

練り製品 15 0 0.0 #10
すり身 10 0 0.0 #1

珍味・海産品 魚腸内容物 16 3 18.8 #24
生珍味 30 4 13.3 #5
イカ塩辛 5 0 0.0 #4
タコ塩辛 1 0 0.0 #7
もずく 5 0 0.0 #4

シーフードマリネ 8 0 0.0 #1
コハダ酢漬け 4 0 0.0 #4

干物・乾燥品 乾燥サケフレーク 20 0 0.0 #7
魚介乾燥品 20 0 0.0 #5
ドライ・シーフード 16 0 0.0 #18
干物 4 0 0.0 #1

すし ネギトロ 72 3 4.2 #5, #24
ハタハタ寿司　 1 1 100.0 #1
ヒラメ寿司（flatfish)　 1 1 100.0 #1
すし（細目なし） 36 0 0.0 #18

その他 魚介類加工品 526 21 4.0 #24

RTE生鮮魚介類（マグロスキミ、メンタイコ、タラコ、イクラ、スジコ） 505 49 9.7 #17
その他  （サーモン寿司、ニシンの酢漬け、イカ塩辛、ホッケの酢漬け） 7 0 0.0 #1
その他(カツオ、いくら、海藻） 5 0 0.0 #1

野菜 もやし 22 4 18.2 #3
アルファルファ 3 0 0.0 #3
芽物野菜 203 1 0.5 #9, #16

カイワレ大根 13 0 0.0 #21
ブロッコリースプラウト 5 0 0.0 #21

茎野菜 70 1 1.4 #9
セロリ 3 0 0.0 #3
アスパラガス 3 0 0.0 #3

プチセロリ 1 0 0.0 #21

葉野菜 293 0 0.0 #9

ベビーミズナ 3 0 0.0 #21
ベビールッコラ 2 0 0.0 #21
サラダ菜 2 0 0.0 #21
サラダホウレン草 2 0 0.0 #21
そば若菜 1 0 0.0 #21
グリーンリーフ 1 0 0.0 #21
クレソン 1 0 0.0 #21
ミズ菜 1 0 0.0 #21
レッドキャベツ 1 0 0.0 #21
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品目 食品名 検体数 陽性数 分離率 文献番号
果菜 132 0 0.0 #9

ブロッコリー 9 0 0.0 #3, #21
ピーマン 7 0 0.0 #3
ニンニク 8 0 0.0 #3

根菜 34 0 0.0 #9
ゴボウ 3 0 0.0 #3
ニンジン 3 0 0.0 #3

その他野菜（レンコン、マッシュルーム、ネギ、コーン） 18 0 0.0 #3

野菜加工品 加工野菜 386 1 0.3 #24
カット野菜 144 0 0.0 #2, #5, #9

千切りキャベツ 4 0 0.0 #21

サラダ ハムサラダ 8 1 12.5 #24
サラダ 73 0 0.0 #3, #18
ポテトサラダ 3 0 0.0 #3

漬物 一夜漬け 15 7 46.7 #12
漬物 30 2 6.7 #2, #5
糠漬け 3 0 0.0 #12
原材料(ｷｭｳﾘ､糠床） 9 0 0.0 #12
漬け汁 1 0 0.0 #12

製造環境 製造環境（床、冷蔵室、充填機等） 11 4 36.4 #12
果物

果物 5 0 0.0 #9
アボカド 3 0 0.0 #3
マンゴ 3 0 0.0 #3
キウイ 2 0 0.0 #3
チェリー 2 0 0.0 #3
ライチ 2 0 0.0 #3
バナナ 1 0 0.0 #3
ブドウ 1 0 0.0 #3

豆・豆腐類
豆 5 0 0.0 #3
豆腐 20 0 0.0 #24

卵・卵製品
卵 803 4 0.5 #22
液卵 30 0 0.0 #24
オムレツ 37 0 0.0 #24

ベーカリー
ケーキ 230 1 0.4 #24
パン 95 0 0.0 #24

麺類
麺類 47 0 0.0 #24

惣菜
そうざい 613 6 1.0 #24
弁当 141 1 0.7 #24

その他
その他 18 3 16.7 #24
その他 13 0 0.0 #4
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2 北爪ら2002 検体数 陽性数 検出率
<0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

44 1 2.3 1(0.43)

50 1 2.0 1(0.03)

4 原ら2003 LMが検出された23検体中17検体についての定量データ
検体数 陽性数 検出率

<0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

53 3 5.7 3

73 10 13.7 5 (0.4, 0.7)

57 2 3.5 1 １ (4.3)

23 2 8.7 1 １ (0.4)

19 5 26.3 1 １ (4.3)

16 1 6.3 １ (1.5)

6 土井ら2003 検体数 陽性数 検出率
<0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

22 5 22.7 3 1 1

15 6 40.0 2 1 3

21 9 42.9 1 3 5

29 10 34.5 5 4 1

20 6 30.0 2 1 2 1

59 38 64.4 8 12 12 4 2

12 佐藤ら2005 検体数 陽性数 検出率
<0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

23 11 47.8 6 2 (0.4) １ (1.5)

13 志田ら2006 検体数 陽性数 検出率
<0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

182 58 31.9

144 27 18.8

15 京都市衛生公害研究所 検体数 陽性数 検出率
年報2006 <0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

44 1 2.3 １ (0.36)

16 菅原ら2007 定量データのあるものについてのみ
検体数 陽性数 検出率

<0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

9 6 66.7 1 １ (0.6)

7 3 42.9 1

18 岡田ら2007&2008 検体数 陽性数 検出率
(研究代表者　五十君） <0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

31 4 12.9

49 2 4.1

22 Ohkochi M et al., 2009 検体数 陽性数 検出率
<0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

44 1 2.3 1

50 1 2.0 1

23 Miya S et al., 2010 検体数 陽性数 検出率
<0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

116 14 12.1 10 3 1

123 7 5.7 4 2 1(12-15)

164 15 9.1 6 6 3

24 Okutani A et al., 2004 個別食品に対する定量データなし。主要食品はMPN100/g未満であり、表中に引用している井上らの2000年の報告の鶏肉でMPN100<

25 樋脇ら2007 検体数 陽性数 検出率
<0.3 ～１ ～１0 ～１00 100<

144 16 11.1 6 7 2 1

文献番号

LM菌量定量データ　（国内流通食品汚染実態調査結果まとめより）

ゆでたこ

検体種類 菌数（MPN/g)

輸入生ハム(デンマーク）

輸入ナチュラルチーズ(オランダ,ゴーダ）

検体種類 菌数（MPN/g)

マグロ（陽性３検体すべて）

ネギトロ(陽性10のうち７検体について）

スモークサーモン

すじこ

明太子(陽性5のうち2検体について）

検体種類 菌数（MPN/g)

国産　牛肉

国産　豚肉

国産　鶏肉

輸入　牛肉

輸入　豚肉

輸入　鶏肉

検体種類 菌数（MPN/g)

一夜漬け

検体種類 菌数（MPN/g) 平均値と標準偏差のみ記載

生ハム原料肉　肩ロース 4.4+/-7.6

生ハム原料肉　ロース 4.9+/-16.7

輸入生ハム 2 検体　<100

検体種類 菌数（MPN/g)

ナチュラルチーズ（デンマーク産　マリボー）

検体種類 菌数（MPN/g)

辛子明太子

鶏肉

検体種類 菌数（CFU/g)

輸入サラミ（陽性２検体のみ定量データ） 2 検体　<100

辛子明太子

検体種類 菌数（MPN/g)

液卵（北海道）

液卵（中部）

検体種類 菌数（MPN/g)

ネギトロ

いくら

たらこ

検体種類 菌数（MPN/g)
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